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1 はじめに  
本研究の最終目的は非母語話者が日本語の特

殊拍を知覚する際の特性を把握すると共に、

知覚学習の過程を把握することである。この

問題を明らかにすることで第二言語としての

日本語の音声学習方法の開発に基礎的な知見

を提供できると考える。 
	
 主に、本研究で着目した日本語の学習にお

ける問題は、韓国語母語話者が促音を知覚す

る際にみられる促音への知覚バイアスである。

本稿で取り上げる促音への知覚バイアスとは

韓国語母語話者が促音と非促音を知覚判断す

る際に、非促音を聞いて促音であると判断す

る傾向があることを指す。この問題は日本語

を学習する際の大きなボトルネックになる可

能性があり、正確な促音の音韻判断は避けて

通れない学習項目である。 
	
 そこで、本稿では、上記の問題の原因を解

明するため、促音と非促音の特徴量の差異に

注目し、分析を試みた。得られた特徴量は音

声合成による検証実験を行う際、利用する

(Fig.1)。 
	
 上記に述べた促音への知覚バイアスの原因

は次のような側面から考えられる。 
	
 まず、学習者が促音を学習者の母語の音韻

に代用し、その結果、促音への知覚バイアス

が生じると考えた。L2の学習において母語に
ない音対立に直面した際、母語にある類似の

音対立による代用はしばしば観測される[1]。
韓国語の場合、促音と非促音の対立に対して

韓国語の平音、濃音、激音のいずれの子音と

の類似性がこれにあたる[2]。平音、濃音、激
音は無声子音であり、帯気の強さと声帯の緊

張度により区別される。平音は帯気の強さも

声帯の緊張度もない、濃音は帯気の強さはな

いが、声帯の緊張度がある。そして、激音は

帯気の強さも声帯の緊張度もある。中でも、

促音に類似した韓国語の音韻として単一の濃

音、もしくは濃音化した平音の連続が挙げら

れる。	
 	
  
	
 しかしながら、韓国語では、促音と類似し

た単一濃音、もしくは濃音化した平音がある

もののそれに対立する子音は必ずしも平音も

しくは激音であるとは限らない。このことは、

促音の知覚に類似した韓国語は複数存在する

ことに対してそれに対立する音韻は非促音の

判断とは類似しない。このような一連の音韻

の代用が存在するのであれば、促音の方へバ

イアスがかかる可能性があると推測される。 
	
 次に、日本語母語話者は非促音・促音を主

に、子音部の継続時間長の違いで聞き分けて

いる[3]。一方、韓国語母語話者は必ずしも日
本語母語話者と同様な判断基準で判断してい

るとは限らない。もし、韓国語母語話者が濃

音もしくは濃音化した平音の連続した音韻を

判断する知覚基準を促音と非促音の判断に用

いるとしたら、濃音化した平音の連続の音響

特性が何らかの影響を与えると考え、第一段

階として、韓国語の濃音化の特性について検

討した[4]。その結果、韓国語の濃音化された
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子音部の特徴の中では、子音に前後した母音

および子音部が、平音である場合と比べ、音

韻の強さの値が大きくなることや子音部の閉

鎖閉鎖持続時間が長くなることが確認された

[4]。さらに、Sonu et al. [5]の分析では、韓国
語母語話者の非促音の誤答率と加藤他[6]で
提案された時間-ラウドネスマーカモデルに
基づき計算した音韻長とラウドネスを掛け合

わせた値の促音と非促音の差異の間に相関が

見られた。 
	
 上記の分析をまとめると、学習者が単一濃

音、濃音化の平音連続を知覚する際と同じ手

がかりを促音・非促音の聞き取りにも使った

としたら、非促音の足音への知覚バイアスを

もたらすと推測される。 
しかし、今までの調査では、音韻の強さと

音韻長が個別にどのような影響を与えている

のかについて明確ではない	
 そこで、本稿で

は、次のように各要因を分け、各特徴量と促

音への知覚バイアス間の相関関係を中心に調

査する。 
	
 1）音韻継続長の差異 : 音韻継続長として
先行母音長 (以降、Dv1) 、後続母音長(以降、
Dv2) 、子音部の音韻継続長(以降、Dc) を計
測した。次に、音韻ごとに非促音から促音の

音韻継続長を引いた値を計算する(以降、ΔDv1, 
ΔDv2, ΔDc)。非促音の音韻継続長が相対的に
長いことで促音への知覚バイアスが起きると

したら、この変数で相関が見られると予測し

た(Fig. 2)。 
	
 2) ラウドネスの差異 :非促音の音韻の強
さの相対的な促音との差と促音への知覚バイ

アスと関係検討する。音韻の強さの測定は次

の通りにした。本稿では、各音韻の強さの測

定を ISO-532B に則って、音声信号から直接
計算されるラウドネスの近似値を用いた(以
降、ΔL)。以後、ラウドネスという用語はこの
限定された意味に使う。その後、非促音から

促音の先行母音(以降、ΔLv1)、子音部(以降、
ΔLc）、後続母音(以降、ΔLv2) のラウドネスの
値を引いた。もし、学習者が非促音のラウド

ネスの相対的な差を用いて促音として判断し

たとしたら、この変数と知覚バイアスの間に

相関が見られると予測した(Fig. 2)。 
	
 3）音韻継続長とラウドネスの掛け合わ
せの差異：この変数は非促音の音韻継続長と

強さの掛け合わせによって促音の知覚バイア

スが生じることを想定した変数である。計算

は 1)と 2）で計算した ΔDと ΔLを各音韻ごとに
乗算した値である(以降、ΔDL)。その後、非促
音から促音の先行母音(以降、ΔDLv1)、子音部
(以降、ΔDLc）、後続母音(以降、ΔDLv2)を引き、
値を計算した。 

2 韓国語母語話者の促音判断特性  
2.1 聴取テストのデータ  
本項では、非促音の促音への知覚バイアスを

検討するために用いた聴取テストのデータに

ついて説明する。調査には韓国語を母語とす

る日本語学習者 73 名が参加した(約 170 時間
程度の日本語学習歴）。テスト語は促音と非促

音の対立を持つ 15 対のミニマルペア(30 語, 
Fig.1）である。対立部分の子音種は [t], [k], 
[s], [ɕ], [ʨ]のいずれかであった。すべてのテ
スト語は 3段階 (「速い」、「普通」、「遅い」) 
の発話速度で収録されている。よって、テス

ト語は合計 90試行とした(30 語×3話速)。調
査協力者は用意された聴取テストプログラム

により、テスト語の同定を行った[7]。 
2.2 促音の判断とバイアスの検討  
本項では，得られた促音判断の結果が促音

への知覚バイアスがあるかを検討するため、

信号検出理論に基づき，バイアスの指標とし

て反応バイアス (以降、β) を用いて学習者間
の知覚判別能力や知覚特性について比較した

[8]。反応バイアス (β) とは判断における判断
基準を把握するための値である。ゼロを基準

とし、プラスの方向の値であればあるほど、

促音への知覚バイアスがあることを示す。一

方、マイナスの方向は非促音への知覚バイア

Figure 2. Time waveforms and loudness contours 
of the word stimuli used in experiment. The 

sampled token is /isso/. The three of dots indicate 
the max of preceding vowel, the following vowel, 

the min of consonant. 
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スを示す。 
Fig. 3 は促音と非促音の聴取判断テストの
結果から反応バイアスを調査語別に分けたも

のである。全体な結果では、15のミニマルペ
アの調査語の中で、13のミニマルペアの調査
語がプラスの値を示している。つまり、この

結果は学習者が促音と非促音を選択する際に

非促音を促音の方に選択していたことである。

また、同単語でも発話速度が遅くなることで

βの値が高くなる傾向が見られる。この結果
は発話速度が遅くなることで、促音への知覚

バイアスがより強くなることを示す。一方、

/nisi/-/nissi/のすべての発話速度、/ikoː/-/ikkoː/ 
の速い発話速度は βの値がプラスではない。
このことは、促音への知覚バイアスは単語に

依存していることが推測される。本稿の目的

は促音への知覚バイアスの原因を把握するこ

とであるため、促音への知覚バイアスが確認

されない/nisi/-/nissi/、/ikoː/-/ikkoː/を除外した
上で分析を続ける。 

3 促音へのバイアスの原因把握  
3.1 音韻継続長の差異  
	
 本項では、学習者が非促音の相対的な音韻

継続長による影響で促音への知覚バイアスが

起きた場合を想定し、非促音と促音の音韻継

続長を引いた ΔDv1, ΔDv2, ΔDcと βの間の相
関関係を計算した結果を示す  (Table 1, 
ΔDuration )。 
	
 全体的な傾向として、ΔDv1, ΔDv2, ΔDcと
β の間には有意な相関が見られなかった。こ
のことは、非促音の先行母音、後続母音、子

音部の音韻継続長が促音に比べ、相対的に長

くなったことで促音の知覚バイアスの判断を

することではない可能性を示唆する。 
3.2 ラウドネスの差異  
	
 本項では、ラウドネスと促音への知覚バイ

アスとの関係について分析する。まず、ラウ

ドネスの測定のため、以下の処理を行った[6]。
テスト語の波形データを基に，ISO-532Bに則 
って瞬時値としてラウドネスを測定1し， 先 
行、後続母音はラウドネスの最大値と語中の

子音部は最小値を取り出した(Fig. 3)。各音韻
ごとに得られたラウドネスの代表値に基づき、

非促音から促音の先行母音のラウドネスの差 
(ΔLv1),後続母音のラウドネスの差 (ΔDL2), 
子音部のラウドネスの差(ΔDC)と β の間の相
関関係を計算した(Table 1, ΔLoudness)。 
まず、本稿の予測として、学習者が促音の

判断を濃音との類似性によって判断するとし

たら、非促音のラウドネスが相対的に強くな

ったことで、促音として判断をすると予測し 
た。仮説な妥当である場合、非促音から促音

のラウドネスを引いた ΔLv1, ΔDL2, ΔDC の
いずれかの変数と βの間には正の相関が見ら
れると推測する。 

Table 1では、発話速度が普通の場合、ΔLv1
と β の間、有意な相関が見られた (r=0.81, 
p<0.05)。この結果は、非促音の先行母音のラ
ウドネスが相対的に促音より大きいほど、促

音として判断していることを示す。 
一方、発話速度が速い場合、ΔLv1 と β の

間、有意な相関が見られた(r=-0.67, p<0.05)。
この結果は非促音の先行母音のラウドネスが

相対的に促音より小さいほど、促音として判

断していることをお示す。 
最後に、このような先行母音のラウドネス

に関する相関は発話速度が「遅い」場合は一

環した傾向がなかった。 
3.3 音韻長とラウドネスの掛け合わせ  
	
 本項では、各音韻時間長にラウドネスの値

によって重み付けを行った場合の変数と促音

への知覚バイアスとの相関を検討した。予測

としては音韻長およびラウドネスを掛け合わ

せる方がより濃音化の音響特徴に近づけられ、

その結果、相関が出ると予測し、ΔDLv1, ΔDLv2, 
ΔDLCと βの間の相関を計算した。 
結果は Table 1ΔDuration and Loudnessに示

す。全体的な結果からは有意な相関が見られ

なかった。 

Figure 3: Response bias of consonant length 
contrast as a function of stimuli and 

speaking rate (fast, normal, slow)  
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4 まとめおよび考察  
	
 本稿では、韓国語母語話者に見られる促音

への知覚バイアスの原因を明らかにするため、

次のような仮説を考え、検証した。 
	
 まず、促音と非促音の判断には学習者の母

語の影響がある。韓国語の場合、促音と類似

する子音の濃音、濃音化された平音の連続が

存在する。一方、これらは促音と非促音とま

ったく同じように、対立するわけではないた

め、学習者は非促音を聴取しても濃音と類似

した音響特性から促音だと判断する可能性が

ある。 
	
 そこで、本稿では、非促音と促音の特徴量

を各音韻ごとの音韻長とラウドネスを測定し、

促音への知覚バイアスの計算結果と相関計算

を行った。 
	
 主な結果として、普通の発話速度において

非促音の先行母音のラウドネスが相対的に大

きいほど促音への知覚バイアスとの相関が強

くなる結果が得られた。つまり、学習者は非

促音の先行母音のラウドネスで促音として判

断する傾向があることを示唆する。ただし、

この結果は発話速度が速い、遅い場合は同傾

向ではなかったため、今後、発話速度による

影響を考慮する必要がある。 
	
 その他、注目した結果の一つとして、普通

の発話速度の音韻長とラウドネスを掛け合わ

せた ΔDLv1の結果である。有意な相関では出
なかったものの、相関係数が r=-0.41 という
結果であった。すでに ΔLv1 で正の相関があ
ったことから、推測すると非促音のラウドネ

スが大きく、非促音の先行母音の音韻長が相

対的に短い場合である。この音響的特徴は閉

音節の類似し、閉音節短母音化と関連がある

と考える[10, 11]。このことは学習者が音節と

して判断したい可能性が示唆される。 

5 今後の調査予定  
	
 促音と非促音の先行母音のラウドネスを変

数とした音声合成を用いて、検証実験を行う

予定である。 
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Table 1. Correlation coefficient between the differences in measurements categorized by speech 
unit and bias toward geminate consonant (** Correlation is significant at the 0.01 level, 

* Correlation is signification at the 0.05 level).  
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